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保育実習に臨む学生の態度 
－生活習慣とセルフ・ハンディキャッピングからの検討－  
 
杉山  佳菜子1、小川  真由子 1、榊原  尉津子2 
 
要旨 
保育実習Ⅱを５日後に控えた保育士養成課程の短期大学部２年生 30 名（男子２名、女
子 28 名）に対し、寝る時間、起きる時間、平均睡眠時間、朝食の習慣、食事のタイミン
グ、体調、平均スマートフォン使用時間、アルバイトの日常生活についてと、事前準備を
どの程度行っているのかについて尋ねた。さらにパーソナリティ変数としてセルフ・ハン
ディキャッピングを調査し、生活習慣とともに事前準備の程度に与える影響について分析
を行った。 
その結果、ほとんどの学生が規則的な生活習慣であったが、睡眠とスマートフォンの使
用時間に指導が必要な学生がいた。事前準備が万全の学生はおらず、手遊びの準備はでき
ているが、絵本・紙芝居とおもちゃなどの手づくり教材の準備はしていない学生がほとん
どであった。セルフ・ハンディキャッピング行動の取りにくさとアルバイト従事日数の多
さが事前準備行動に影響を与えることが示唆された。  
 
キーワード 
保育実習，事前準備，セルフ・ハンディキャッピング，生活習慣，短大生 
 
１．本研究の背景 
 保育実習において、実習前の事前事後指導は効果的な実習を行う上で、重要な教科であ
る。平成 23 年度（2011 年度）施行の保育士養成カリキュラム改正〔厚生労働省，2010〕
１）に基づき、多くの養成校で実践的な実習科目の充実に取り組んだ。中でも大きな変更点
として、従来は保育実習科目の授業内容に含まれていた事前事後指導が演習科目として独
立したことが挙げられる。この意図するところは、実習に出るまえに実習生らしい立ち振
る舞いや技能を身につける機会を設けることであり、実習後実習生が十分に振り返り、思
い違いや技術不足を修正し、次の実習や就職に結びつける機会を持つことである〔津田・
木村・小口・立花・西元・仲宗根，2014〕２）と考えられる。  
 その後、2015 年４月には、「子ども・子育て支援新制度」が施行されるなど、保育現場
の状況は大きく変わっている。さらに 2017 年３月 31 日には、保育所保育指針が約 10 年
                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
2 高田短期大学子ども学科 
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ぶりに改定（厚生労働大臣告示、2018 年４月１日適用）され、年齢層ごとの保育のねらい
及び内容の明確化、幼児教育の積極的な位置付け、養護に関する基本的事項の明記、職員
の資質・専門性の向上等が盛り込まれた。  
 このような社会情勢の変化によって、保育士に求められる専門的知識や専門的なスキル
は年々増加していると言える。こうした状況を受け、保育士養成課程を構成する教科目（名
称や授業形態、単位数に加え、目標や教授内容を含む）の見直しに向けた検討が厚生労働
省の「保育士養成課程等検討会」によって行われ、「保育士養成課程等の見直しについて
（検討の整理）」（2017）３）がまとめられた。この見直しでは、①乳児保育の充実、②幼
児教育を行う施設としての保育の実践、③養護の視点を踏まえた実践力の向上、④子ども
の育ちや家庭へ支援充実、⑤社会的養護や障害児保育の充実、⑥保育者としての資質・専
門性向上の６点の教育が各養成校の創意工夫によって行われるようにとされた。  
これまでも各保育士養成校では、様々な取り組みがなされており、ほとんどの養成校で
事前指導は実習前に実施し、実習生の動機づけや記憶が鮮明な状態で実習に臨ませようと
する配慮がうかがわれ、津田ら（2014）２）の研究で短期大学 24 校と４年制大学 23 校の事
前事後指導でのそれらの取り組みがまとめられている。調査をした短期大学のほとんどで
「実習の意義」、「手続き指導」、「マナー指導」、「記録指導」を中心に行っていた。
反対に、予備実習などの補足的な学外での実習は４年制大学に比べて実施している短期大
学は少なかった。本研究の調査協力者の短大でも津田ら（2014）２）に示された取り組みを
中心にそれぞれの教員が指導を行っている。  
 一方で、学生の実習後の自己評価では、事前指導で指導を受ける日誌の書き方、部分実
習・責任実習のやり方の他に、ピアノや制作の「技術・知識」、声掛けの仕方やほめ方な
ど具体的な関わり方を学んでおけばよかったと感じており、十分に準備ができないまま保
育実習に臨んでいる学生の姿がうかがわれる。さらに、十分に指導しているはずの発達的
視点を学んでおけばよかったという学生も目立ち、講義形式の知識の提供だけの指導では
不十分であり、実際に子どもと関わる中での声掛けや関わり方を含めて、実際に体験しな
がら学ぶ時間の必要性が示唆されているが４）、特に短期大学においては時間的な制約もあ
り、保育実習前の補足的な実習は難しいのが現状である。  
 
２．本研究の目的 
 実習後の学生の振り返りから、保育実習の事前事後指導、特に事前指導の内容の精査と
ともに、授業間の連携の必要性が示され 5）、今後も教員側の創意工夫が必要である。一方
で、講義の内容を踏まえ、学生自身が講義時間外に保育実習に向けて準備する必要もある。  
 そこで本研究では、実際に保育実習直前の学生がどの程度準備をして保育実習に臨もう
としているのかを調査し、今後の指導についての一考察を行う。また、実習期間の睡眠時
間等、生活の大変さを訴える学生もいるため、実習前の生活の実態を把握する。  
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 さらに、パーソナリティによっても準備の状況が違うことが予想される。杉山・小川・
榊原（2018）6）では、セルフ・ハンディキャップ行動を取りやすい学生の方が自己評価が
低く、できないことに対する釈明ができる態度を示していることが示唆されている。セル
フ・ハンディキャッピングとは、課題遂行に失敗した結果として自己評価や社会的評価の
低下が予想される場面において、あえてその遂行を妨げるような行為を行ったり、自己の
弱点や問題点を表明する過程である 7）。したがって、保育実習に臨む事前準備についても、
十分に準備を行わないままである可能性が考えられるため、セルフ・ハンディキャッピン
グの高さからも検討を行う。また、睡眠時間やスマートフォンの使用時間、アルバイト従
事時間も学業態度に影響を及ぼすことが予想されるため、事前準備にも影響を与えている
と仮定し、分析を行う。 
 
３．方法 
（１）調査協力者 
短期大学部２年生 30 名（男子 2 名、女子 28 名）。「保育実習Ⅰ（保育所・施設）」と
「幼稚園教育実習Ⅰ」の３回の実習を経験している。 
（２）調査時期 
事前準備調査：2018 年６月。「保育実習Ⅱ（保育所）」を５日後に控えていた。 
パーソナリティ調査：2018 年７月。 
（３）質問項目 
１）普段の生活について 
 寝る時間、起きる時間、平均睡眠時間、朝食の習慣、食事のタイミング、体調、平均ス
マホ使用時間、バイトの日数について尋ねた。 
２）事前準備について 
 「実習前の準備についてうかがいます。できているものには（  ）に〇をつけてくだ
さい。」とし、表 10 に示す 12 項目について尋ねた。 
３）セルフ・ハンディキャッピング尺度 
沼崎・小口（1990）7）が Jones et al.（1986）によるセルフ・ハンディキャッピング尺
度 25 項目版を翻訳・項目選定のうえ作成した、セルフ・ハンディキャッピング尺度 23 項
目を使用した。「あなたの性格についておたずねします」と教示し、先行研究に従って
「非常によく当てはまる」から「まったく当てはまらない」までの６件法で尋ねた。回答
は順に６点から１点までの得点を与えた。 
 
４．結果および考察 
（１）普段の生活について 
１）睡眠 
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 普段の寝る時間（表１）、起きる時間（表２）、平均睡眠時間（表３）は以下の通りで
ある。 
  
 
 表１より、半数が 23 時～24 時頃に就寝して
いるが、日付を越えてから就寝する者も 14 名
（46.7％）と多かった。起床時間は通学時間に
よると思われるが、９時から講義開始の大学に
通う学生で 8 時 30 分以降に起床している学生
が５名（16.7％）おり、準備を十分にしないまま
通学してきている可能性がある。睡眠時間は６
時間以上の学生が 21 名（70％）と極端に睡眠時
間が短い学生はそれほど多くなかった。 
２）食事の習慣 
  
 朝食は 18 人（60％）の学生が毎朝取っていた（表４）。また、17 名（56.7％）の学生が
規則的に食事をしており（表５）、おおむね健康的な食生活が送れているといえる。これ
は多くの調査協力者が自宅から通学していること、大学の授業がほぼ毎日１限から夕方ま
であり、高校までと同じような規則的な時間割のため、毎日同じルーティンで生活できる
ためだと考えられる。 
 
３）体調 
 風邪が流行しているシーズンではなかったこともあり、実習前から体調を崩している学
人数 （％）
22:00~22:30 1 (3.3)
22:30~23:00 0 (0.0)
23:00~23:30 6 (20.0)
23:30~24:00 3 (10.0)
24:00~24:30 6 (20.0)
24:30~25:00 4 (13.3)
25:00~25:30 5 (16.7)
25:30~26:00 3 (10.0)
26:00~26:30 2 (6.7)
表１　普段の寝る時間の度数分布
人数 （％）
~5:30 1 (3.3)
6:00~6:30 8 (26.6)
6:30~7:00 4 (13.3)
7:00~7:30 4 (13.3)
7:30~8:00 4 (13.3)
8:00~8:30 4 (13.3)
8:30~9:00 3 (10.0)
9:00~ 2 (6.7)
表２　普段の起きる時間の度数分布
人数 （％）
いつも食べる 18 (60.0)
時々食べる 5 (16.7)
ほとんど食べない 5 (16.7)
食べる習慣がない 2 (6.7)
表４　朝食の習慣
人数 （％）
規則的 17 (56.7)
不規則 10 (33.3)
どちらともいえない 3 (10.0)
表５　食事のタイミング
人数 （％）
4時間 1 (3.3)
4.5時間 1 (3.3)
５時間 4 (13.3)
5.5時間 3 (10.0)
6時間 6 (20.0)
6.5時間 3 (10.0)
7時間 6 (20.0)
８時間 5 (16.7)
8.5時間 1 (3.3)
表３　普段の平均睡眠時間
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生は多くなく、「あまり良くない」と回答した
学生が８名（26.7％）だった（表６）。毎年実
習中に体調を崩し、実習を欠席する学生も見受
けられるが、普段の体調管理ではなく、実習中
の体調管理に問題があると推測される。 
 
４）スマートフォンの使用について 
 スマートフォンの１日平均使用時間は３
時間～４時間程度の学生が最も多かった。一
方で、10 時間以上スマートフォンを使用して
いる学生が８名（28.6％）もいることがわか
った。中には 18 時間と起きている時間はず
っと触っているという学生もいた。 
 これらの長時間使用する学生は、大学の講
義中も触っている可能性があり、実習に必要
な知識が十分に身に付いていない恐れがあ
る。また、園での実習時間内はスマートフォ
ンを触ってはいけないが、触ってしまう可能
性があり、普段からスマートフォンの使用については指導する必要がある。 
 
５）アルバイトについて 
普段、アルバイトをしていない学生は９名
（30.0％）であった（表８）。１週間のうち、
２日程度アルバイトしている者が多く、週末
をアルバイトに充てていると考えられる。 
 アルバイトをしている学生の１週間の平均アルバイト 従事時間は 12 時間～15 時間が最
も多かった（表９）。週末にアルバイトをしている学生が多いことを考えると、週末に６
人数 （％）
良い 22 (73.3)
あまり良くない 8 (26.7)
かなり不調 0 (0.0)
表６　現在の体調
人数 （％）
1時間 1 (3.6)
２時間 4 (14.3)
３時間 7 (25.0)
４時間 6 (21.4)
７時間 1 (3.6)
7.5時間 1 (3.6)
10時間 2 (7.1)
12時間 1 (3.6)
15時間 2 (7.1)
15.5時間 1 (3.6)
16時間 1 (3.6)
18時間 1 (3.6)
表７　スマートフォンの１日平均使用時間
人数 （％）
していない 9 (30.0)
１日 2 (6.7)
1.5日 1 (3.3)
２日 6 (20.0)
３日 3 (10.0)
４日 5 (16.7)
５日 3 (10.0)
６日 1 (3.3)
表８　１週間のアルバイト従事日数
人数 （％）
3時間 1 (5.0)
6時間 1 (5.0)
8時間 1 (5.0)
10時間 1 (5.0)
11時間 1 (5.0)
12時間 4 (20.0)
14時間 2 (10.0)
15時間 2 (10.0)
16時間 1 (5.0)
17時間 1 (5.0)
20時間 1 (5.0)
21時間 1 (5.0)
24時間 1 (5.0)
28時間 1 (5.0)
34時間 1 (5.0)
※端数は切り上げている
表９　１週間の平均アルバイト従事時間
149
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学･社会科学編 第 2号 2019 
杉山  佳菜子，保育実習に臨む学生の態度 
時間程度、ほぼ１日アルバイトをしていることが推測される。 
 一方で、１週間で６日アルバイトしている学生や 34 時間勤務している学生もおり、大学
で講義を受けている以外の時間のほとんどをアルバイトに費やしている可能性がある。生
活リズムの乱れ、睡眠不足等での学業への影響が心配される。 
 
（２）事前準備 
 学生が保育実習５日前にどの程度準備を行っているかを表 10 にまとめた。平均事前準
備数は 14 項目中 7.3（SD=3.89）個で、ある程度の準備をして臨もうとしているといえる。 
 表 10 から「実習園の概要や連絡先、交通経路や通勤にかかる時間は確認してあります
か。」で 86％の学生が準備できており、実習園でのオリエンテーション等で訪問する機会
があるため、下調べが済んでいると考えられる。「すぐできる手遊びがいつくかあります
か。」「巡回担当の教員、学校の連絡先を確認してありますか。」でも 76％の学生が準備
をしていると回答している。すぐにできる手遊びの準備はできている一方で、「絵本・紙
芝居を準備し、練習してありますか。」では 50％と半数、「おもちゃなどの手づくり教材
を準備し、練習してありますか。」では６％の学生しか準備していないことが明らかにな
った。手遊びは絵本の導入などで比較的年齢を問わず実施できるため、レパートリーを考
えやすい。しかし絵本や手作り教材となると、年齢や子どもたちの雰囲気によって使用で
きるものが違い、実際の子どもたちの様子を見ていないと決めにくいからだと推測される。 
 また、保育所保育指針を読み直した学生（6.7％）と子どもの発達の様子についてテキス
トなどで復習した学生（16.7％）が少なく、実習前にテキストなどの教材を“読む”とい
う準備を自発的に行う学生は少ないことがわかった。 
 
人数 （％）
保育所保育指針は読み直しましたか。 2 (6.7)
子どもの発達の様子についてテキストなどで復習しましたか。 5 (16.7)
指導案を作成するうえで参考となるテキストの準備をしましたか。 16 (53.3)
自分が指導する内容をいくつか考えてありますか。 11 (36.7)
すぐできる手遊びがいくつかありますか。 23 (76.7)
絵本・紙芝居を準備し、練習してありますか。 15 (50.0)
おもちゃなどの手づくり教材を準備し、練習してありますか。 2 (6.7)
ピアノ伴奏の練習はしてありますか。 20 (66.7)
オリエンテーションでの諸注意を確認し、実習初日に困らないようにしてありますか。 20 (66.7)
実習園の概要や連絡先、交通経路や通勤にかかる時間は確認してありますか。 26 (86.7)
実習期間の園の予定や部分（責任）実習担当の予定は確認してありますか。 21 (70.0)
実習前から早寝・早起き・規則正しい食事などに留意し、健康管理に努めていますか。 14 (46.7)
欠席、遅刻、早退の対応は確認してありますか。 21 (70.0)
巡回担当の教員、学校の連絡先を確認してありますか。 23 (76.7)
表10　事前準備チェック項目と準備している人数
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（３）事前準備に影響を与える要因の検討 
沼崎・小口（1990）7）に従って、23 項目を合計し、セルフ・ハンディキャッピング得点
（α＝.670）を算出した。セルフ・ハンディキャッピング尺度の平均値は 80.71（SD＝8.48）
であった。セルフ・ハンディキャッピング得点は 138 点満点で、得点が高い方がよりセル
フ・ハンディキャッピングを用いやすく、課題の遂行を妨げるような言動をとる傾向があ
るということである。沼崎・小口（1990）7）では、大学生のセルフ・ハンディキャッピン
グ得点の平均点は 83.36（SD＝9.34）であった。したがって、本調査の調査協力者はおお
よそ平均的なセルフ・ハンディキャッピング行動を用いている。 
事前準備に影響を与える要因を検討するために、セルフ・ハンディキャッピング得点、
平均睡眠時間、1 日のスマートフォン使用時間、１週間のアルバイト従事日数、１週間の
アルバイト従事時間で重回帰分析を行った（表 11）。セルフ・ハンディキャッピング得点
から事前準備数に対する負の標準偏回帰係数（β）、そして１週間のアルバイト従事日数
から準備数に対する正の標準偏回帰係数が有意であった。つまり、セルフ・ハンディキャ
ッピング行動を取らないことが事前準備数に影響を与えており、セルフ・ハンディキャッ
ピング行動を取りやすい学生はセルフ・ハンディキャッピング行動の１つとして事前準備
を行っていないことが推測される。また、１週間のアルバイト従事日数の多さが事前準備
数に影響を与えており、平日も含めてコンスタントにアルバイトを行うことで修学の時間
もうまく確保し、きちんと事前準備を行っていることが示唆される。 
 
 
５．まとめ 
（１）普段の生活について  
 本調査では、おおよその学生が規則的な生活を送っており、学業に影響を及ぼすような
心配な学生はほとんどいなかった。しかし、睡眠とスマートフォンの使用については指導
を要する点があった。 
実習期間中は日誌を書くことや、次の日の保育準備など帰宅後にもやるべき課題が多く、
睡眠時間が削られる可能性がある。また、通勤に時間を要すことや、出勤時間が早いなど
朝早く起きなくてはならない可能性もある。普段の寝る時間が午前１時以降の学生につい
ては必然的に起床時間が遅くなってしまうことや、睡眠不足に陥りがちである。アルバイ
B ＳＥＢ β
セルフ・ハンデキャッピング得点 -0.33 0.08 -.749 **
平均睡眠時間 -0.49 0.48 -.172
１日の平均スマートフォン使用時間 0.21 0.12 .333
１週間のアルバイト従事日数 1.31 0.61 .739 *
１週間の平均アルバイト従事時間 -0.17 0.12 -.455
R 2 .479
**
表11　事前準備に与える要因の重回帰分析結果
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トの時間を調節するなど早寝早起きの習慣を指導する必要がある。また、８時以降に起床
する学生については、身だしなみを十分に整えられるとは考えにくく、身だしなみも重要
な保育スキルであるという指導が必要である。また、保育者は乳幼児や保護者を指導する
立場にあるため、自身が十分な睡眠をとり、しっかりと朝食を取る等の実践ができなくて
はならい。学生のうちに基本的生活習慣を整えておくような指導が必要である。 
スマートフォンは１日 10 時間以上使用している者がクラスの 1/3 程度おり、中には空
いている時間はずっと触っているという学生や触っていないと不安だという学生がいる。
保育実習中は仕事があり、“手持無沙汰感”はないため、必然的に触れなくなるが、スマ
ートフォンを日常的に触っている学生の方が SNS を多用する可能性があり、インターネッ
ト上のトラブルになるリスクがあると考えられる。 
このような点は多くの学校でマナーの一環で指導が行われている。 2）高等教育課程とは
思えない内容であるが、保育士養成課程のある実習生自身のマナーや家庭環境が、保育士
養成課程にない他の学生に比べ、特別素晴らしいわけではないと指摘している。教員側の
常識ではなく、社会経験のない一般的な 20 歳の若者として丁寧な指導が必要だと言える。 
 
（２）事前準備 
今回調査した 14 項目のうち、実習に向けて準備ができている項目は平均 7.3 個と、教
員が必要だと考える事柄の半分程度しか行っておらず、十分に準備をしていなかった。本
研究の調査協力者は保育所、幼稚園、施設と３種類の実習を終えており、それぞれの実習
で事後指導として学びの振り返りがあったはずであるが、事前準備が万全の状態ではなか
った。 
特に子どもの発達の理解ができていないという点は多くの学生が反省点として述べて
おり 4）、授業を担当している中でも学生がよく口にしているが、実際には実習での学びを
次に活かせていないということになる。本研究の調査協力者は「保育実習Ⅰ」、「保育実
習Ⅱ」、「幼稚園教育実習Ⅰ」、「幼稚園教育実習Ⅱ」で担当者がすべて違い、それぞれ
の実習が細切れになってしまい、事後指導が次の事前指導にうまく結びついていないとい
う可能性がある。個人がそれぞれの実習の評価や自己の振り返りを１つにファイリングす
るなど、ポートフォリオの活用が有効だと考える。その他、教員間の連携等それぞれの実
習の事前事後指導の在り方や実習の振り返りを次に活かす指導の工夫が必要である。 
さらに、保育所保育指針を読み直した学生が 6.7％とほとんどいなかった。今回見直し
のあった保育実習Ⅱの内容 8）を見ても、＜目標＞の１は「保育所の役割や機能について、
具体的な実践を通して理解を深める。」となっている。＜内容＞の１（２）は「保育所の
社会的役割と責任」とあり、以前の内容と変更されてはいない。以上の内容は保育所保育
指針の内容をしっかりと確認する必要がある。しかし、多くの学生が保育所保育指針を読
み直していないため、保育実習Ⅱの意義・目的を十分に理解できていない可能性があり、
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さらに丁寧な指導が必要である。 
また、保育実習や幼稚園実習前になると、多くの学生から不安の声を聞く。しかし、不
安があっても事前準備を完璧に行うという行動には結びついていないことが示された。こ
の学生の不安について岡本（2006）9）は、実習開始直前の学生は、緊張と不安がうかがえ
るが、これはこれから始まる学外での漠然とした不安であり、「人間関係」に非常に敏感
になっている姿があるとしている。つまり、学生の不安は事前準備を十分にしても拭える
ものではないと言える。 
 
（３）事前準備の個人差  
本調査の予想通り、パーソナリティによっても準備の状況が違っており、セルフ・ハン
ディキャッピング行動を取りやすい学生はセルフ・ハンディキャッピング行動のひとつと
して事前準備を十分に行っていないことが示唆された。実習現場ではできなかったことの
釈明をすることはできず、準備せずに実習に臨むことは叱責される要因であり、叱責され
れば学生は自信をなくし、保育者へのモチベーションが下がる要因にもなる。いかに事前
準備が大切であるかを十分に説明し、特にセルフ・ハンディキャッピング行動を取りやす
い学生には準備状況を頻繁に確認するなどの指導が必要である。 
なお、アルバイトに時間を費やすことは事前準備不足になると予測していたが、１週間
のアルバイト従事時間は影響を与えておらず、１週間の従事日数が多いと事前準備数が多
くなっており、本研究ではネガティブな影響を与えてはいなかった。学費のためにアルバ
イトを積極的に行う学生がおり、そのような学生は修学や保育者へのモチベーションが高
いことが多いため、保育実習に対する準備も万全にしようとしているからだと考えられる。
しかし本研究の結果では１週間のアルバイト就業時間は影響を与えていないため、アルバ
イトと学習を両立するモチベーションの高さだけではなく、普段から時間をうまくマネー
ジメントできる能力や計画的に学習するプランニング能力が影響していると考えられる。
アルバイトは学校内のカリキュラムではカバーできない対人スキルを高めたり、社会性を
高める場にもなるため、いかに働き、いかに学習時間を確保するかの指導が学生の学びに
は有効であるといえる。 
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Attitudes of the Student facing Enrolled in Childcare 
Training 
― Examination of lifestyle and self-handicapping― 
 
Kanako SUGIYAMA , Mayuko OGAWA , Itsuko SAKAKIBARA 
 
Abstract 
This study examines students’ attitudes when enrolled in childcare training. 30 junior 
college students participated in the study. As a result most students lived a regular 
life. However, their preparations were not perfect. In addition, self-handicapping and 
part-time jobs also the degree of advance preparation. 
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